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『Deep Security』は、『Trend Micro Cloud One Workload Security』の旧名称です。
画面表記など、一部、新旧の名称が混在しておりますことをご了承ください。



１．はじめに

クラウドサービス for サーバーセキュリティ をご利用いただきありがとうございます。

本資料は、『クラウドサービス for サーバーセキュリティ』を初めてご利用いただく

ユーザーの方向けのガイドとなります。

詳細につきましては、【ヘルプ】にてご確認ください。

【管理画面の表示について】

ユーザーポータル（以降、管理画面）の変更は予告なく発生します。

本ガイドは2015年9月時点の画面であり、本ガイドで記載する画面と異なる場合は、ヘルプにてご確認ください。

また、本管理画面の一部、通知メールにおいて、英語で表記されるものがあります。ご了承のほどお願いいたします。
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２．サインイン-A
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クラウドサービス for サーバーセキュリティのWeb管理画面（Trend Micro Cloud One）に、
お客様のテナント認証情報でサインインします。

① サインインURLは、「https://cloudone.trendmicro.com/」です
② 認証方法は、『アカウントとユーザー名』を選択します。

認証情報として、［Account Name]、[User Name]、[Password]の３点を入力し、[ログオン]をクリックします。
※ 認証情報は、サービスご利用開始時に送付する『ご契約内容のご案内』メールをご確認ください。

メールは、申込書記載のご担当者様へ送付しています。万が一送付されていない場合は、弊社営業担当へ
お問合せください。

※ 『ご契約内容のご案内』メールに本商品のお問合せ窓口ご案内しています。
①

②

対象：2021年7月31日までにお申し込みのお客様

https://cloudone.trendmicro.com/


２．サインイン-B ①
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対象：2021年8月1日以降にお申し込みのお客様
※サインイン方法が変更となりました。

サービス利用開始時に2通のメールが送信されます。
お申込時に受領したお客様メールアドレス宛に送信されます。
ご利用にあたり必要な情報をご案内していますので、ご確認ください。

＜メール＞
① 『Trend Micro Cloud Oneに招待されています』メール
※件名は、予告なく変更となる場合があります。
・ Trend Micro Cloud Oneへの招待メールが送信されます。
・ メール本文内のURLを開き、メールアドレス、名前、国、パスワード（初期設定）を入力し、『承諾』をクリックしてください。
・ 招待の有効期限は、メール受信後2週間です。招待が無効となった場合は、お問合せ窓口へ、招待メールの再送信を
ご依頼ください。

② 『ご契約内容のご案内』メール
・ ご契約内容、ユーザーポータルURL、ユーザーマニュアルURL、お問合せ窓口を記載しています。

メール①：Trend Micro Cloud One招待メール

メール②：『ご契約内容のご案内』招待メール



２．サインイン-B ②
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対象：2021年8月1日以降にお申し込みのお客様
※サインイン方法が変更となりました。

＜メール① 『Trend Micro Cloud Oneに招待されています』メール受信後～ログオンまでの手順＞
① 招待メール記載のURLをクリックします
② 『Trend Micro Cloud Oneにサインインアップ』画面が開きます。
お客様メールアドレス、お名前、国（Japan)、パスワード（初期設定）を入力し、reCAPTCHA認証、使用条件をそれぞれ
チェックし、『サインアップ』をクリックします。
③ ③の画面が開きますので、『Cloud Oneにログオン』をクリックします。

①

メール①：Trend Micro Cloud One招待メール

② ③



２．サインイン-B ③
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対象：2021年8月1日以降にお申し込みのお客様
※サインイン方法が変更となりました。

＜メール① 『Trend Micro Cloud Oneに招待されています』メール受信後～ログオンまでの手順＞
④ Cloud Oneログオン画面が開きます。ログオン方法は『メールアドレス』を選択し、
メールアドレス・パスワード（前項にて設定したもの）を入力し、『ログオン』をクリックします。

⑤ 『招待』画面が開きますので、『承諾』をクリックします。
※招待の有効期限が明記されています。有効期限は、招待メール受信から2週間です。

④

⑤



２．サインイン-B ④
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対象：2021年8月1日以降にお申し込みのお客様
※サインイン方法が変更となりました。

＜メール① 『Trend Micro Cloud Oneに招待されています』メール受信後～ログオンまでの手順＞
⑥ 『承諾済み』となり、『アカウントに移動』をクリックします。
⑦ ユーザーポータルが開きます。（通常のログオン後に表示される画面です）

⑥

⑦



２．サインイン-B ⑤
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対象：2021年8月1日以降にお申し込みのお客様
※サインイン方法が変更となりました。

通常のログオン手順
※『Trend Micro Cloud Oneに招待されています』メールにて招待を承諾後にログオンする手順
① ユーザーポータルURLは、「https://cloudone.trendmicro.com/」です
② ログオン方法は『メールアドレス』を選択し、お客様メールアドレス、パスワードを入力し、ログオンをクリックします。

※パスワードは定期的な変更を推奨します。
③ Trend Micro Cloud One の画面が開きましたら『Workload Security』をクリックします。

②

③

https://cloudone.trendmicro.com/


３．ダッシュボード
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『ダッシュボード』画面には、システムの状態を表すビューが表示されます。表示項目は、変更が可能です。

【ライセンス情報】
① ご契約中のライセンス数は、『ライセンス情報』ビューで確認ができます。
※下記画面例では『最大1台』＝契約ライセンス数が1台 であることをあらわしています。
※当画面に記載されてる有効期限は、本商品の契約期間とは関係有りません。

①



４．アラート
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『アラート』画面には有効なアラートが表示されます。

【アラートの設定】
① 対象アラートを選択し、【アラートの設定】をクリックすることで、アラート通知のオン／オフや重要度を任意に変更できます。

【消去】
② 対処済みのアラートについては、対象アラートを選択し、【消去】をクリックしてください。
消去することで、同端末で同一のアラートが発生した場合に、アラートが通知されます。
※【消去】ボタンがグレーアウトしているアラートは、アラートの状態が解消された時に自動的に消去されます。

①②

※本画面は、【リストビュー】表示の場合です。



５．イベントとレポート （１）
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『イベントとレポート』画面では各種イベントの表示とレポートの生成ができます。



５．イベントとレポート （１）
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『イベントとレポート』画面では各種イベントの表示とレポートの生成ができます。



５．イベントとレポート （２）
13

【単独レポート】
① レポートの種類・期間を選択し、即時に生成ができます。

【定期レポート】
② レポートの種類・期間を選択し、定期的なレポートの生成ができます。
※ サービスご利用開始時には、毎月1日に、概要レポートを送付する初期設定を行っています。

①

②



６．コンピュータ （１）
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『コンピュータ』画面では、推奨スキャンの実施や表示名変更など、各コンピュータの管理が行えます。



６．コンピュータ （２）
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【グループの追加】
①コンソール左側にて、右クリックし、【グループの追加】を選択することでグループを追加できます。

【グループへのコンピュータ割り当て】
②対象のコンピュータを右クリックし、【詳細】を選択し、詳細画面を開きます。『一般』タブにて、『グループ』の欄を編集
することで、グループへの割り当てができます。

①

②



６．コンピュータ （３）
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Cloud One Workload Securityのソフトウェアアップデートが行われた場合、Agentアップグレードを実施することで、
最新のバージョンにアップデートすることができます。

【Agentソフトウェアのアップグレード】
①対象のコンピュータを選択し、右クリックし、【処理】を選択します。
②【Agentソフトウェアのアップグレード】をクリックすることで、【Agenソフトウェアのアップグレード画面】が表示されますので、
【OK】をクリックし、アップデートを行います。

①

②



６．コンピュータ （４）
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適用する必要のあるルールがリリースされた場合に、【推奨スキャンの実施】を行うことで、即時にルールの適用ができます。

【推奨スキャンの検索】
①対象のコンピュータを選択し、右クリックし、【処理】を選択します。
②【推奨設定の検索】をクリックし、【推奨スキャン】をクリックすると、ｽﾃｰﾀｽ列が、検索中などと表示され、
数分後に推奨設定が適用されます。

②

①



７．ポリシー
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『ポリシー』画面では、ポリシーの確認・作成・編集ができます。
※サービスご利用開始時は、セキュリティポリシー（RJポリシーがあらかじめ作成されています。
お客様にて、ポリシーを編集する場合は、当該ポリシーの編集ではなく、新規ポリシーを作成し編集することを推奨します。
当該ポリシーの詳細は別紙『初期設定パラメータ』でご確認ください

【ポリシーの確認】
① 対象のポリシーを選択し、右クリックし、【詳細】を選択すると、ポリシーの詳細が確認できます。

【新規】
② 【新規】をクリックすることで、新規ポリシーの作成ができます。

②

①



８．管理 （１）
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『管理』画面では、ユーザやタスクの管理ができます。
※サービスご利用開始時は、お客様用のユーザ【Useradmin】とRJの管理用ユーザ【Rjadmin】が作成されています。
【Rjadmin】のユーザの編集はできません。

【ユーザのプロパティ】
① 対象のユーザを選択し、右クリックにてプロパティを開き、ユーザの設定の確認・編集ができます。
※お客様用のユーザ【Useradmin】にて、『連絡先情報』タブにある『メールアドレス』は、サービスご利用開始時に、
申込書記載のご担当者メールアドレスを設定しています。

【新規】
② 【新規】をクリックすることで、新規ユーザの作成ができます。

①

②



８．管理 （２）
20

タスクでは、特定のタスクを自動化（『イベントタスクの作成』）または予約（『予約タスク』の作成）ができます。

【予約タスク】
① 【新規】をクリックすることで、新規予約タスクの作成ができます。
※サービスご利用開始時は、以下の予約タスクが作成されています。
実行曜日・時間は、下記と異なる場合がありますので、管理サイトにてご確認ください。

・ コンポーネントアップデートタスク ： 毎週木曜 01：00に実行
・ 月単位概要レポート ： 毎月1日 00：00に月次レポートを【Useradmin】ユーザへメール送付
・ 週単位コンピュータの推奨設定を検索： 毎週木曜 02：00に実行

①



改定履歴
15/09/7 Ver1.0 初版制定
16/01/28 Ver2.0 RJ 2003 (32bit)OS向けポリシーに関する記載を追加
22/01/17 Ver3.0 ログオン（サインイン）方法の変更を反映・『DeepSecurity』を『Cloud One Workload 

Security』へ名称変更を反映。
2003OSのサポート終了のため、 RJ 2003 (32bit)OS向けポリシーに関する表記を削除。
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